







































































































































教科書名 記述 （秀 吉の朝鮮出兵理由） 記述 （朝鮮 出兵終結 理由）
【中学校社 会】
自　 書
「さ らに中 国 （明） を征 服 しよう と考 え ， やが て朝鮮義勇軍 （人民軍）の反抗が各地でお こ り，水軍 の
軍 隊の 通行 を認 める よ う朝 鮮 に 申 し入 れ 力 も強 くなったうえに，明の援軍 も朝鮮 にきたので進撃 はむ
『中学社会』 た。 これに対 して朝鮮 は明 に従 っていた関 ずか し くなった。…朝鮮 ・明の連合軍 に悩 まされている時に
係 もあって回答 をよこさなかったが，・ 秀吉が遺言 して死ん だので，全軍が帰 国 した。
末　 書
『新 しい社会』
国内の統一 だけで満足せ ず に，明 にも進 出 しか し2度 目の戦 いは不 利 にな り， そのうえ，秀吉が病死 し
しようと考 えた。そ してその道す じにあた
る朝鮮 に，2度 にわたって大軍 を送 り…
たので，兵 をひきあげた。
大　 書
全 国統一だ けで満足 しないで，大陸の明 を 明の援 助 をうけた朝鮮軍 と，朝鮮 民衆の強い抵抗 にあって‥・
征服 しようと くわだて て，朝鮮 に軍隊の通 2度 にわたる出兵 も失敗 にお わ り，秀吉の病死 とと もにむな
『中学社会』 行 を申 し入れ た。 しか し，朝鮮 はこれ をこ
とわ ったの で…
しく兵 を引 きあげた。
中　 教 明の征服 を くわだて，その案 内役 を朝鮮 に 朝鮮 の民衆 の反抗 もあ り，…秀吉 の死 を機会 に兵 を引きあげ
た。『日本 の歩み と世界』 命 じたが，朝鮮 は，これに応 じなかった。
教　 出
その勢 いにの って明を従わせ ようと し，朝 明が朝鮮 を助 け，朝鮮 の民衆 もは げ しく抵抗 したため，戦 い
『標準中学社会』 鰍 こそ のなかだ ちを要 求 した。 しか し，朝
鮮 が応 じなか ったので…
はゆきづ まった。ま もな く秀吉が死 んだので全軍 はひきあ げ
た。－
学　 図
明 との貿 易 を復 活 しよ うと したが成 功 せ 朝鮮出兵 にたい し，各 地で朝鮮の民衆が たちあが って日本軍
『中学校社会』 ず ，朝鮮 もその と りつ ぎに応 じなか った。 にはげ しく抵抗 した。 ま もな く秀吉が死ぬ と，その遺言 によ
って諸大名は朝鮮か ら兵 をひきあ げた。
清　 水
明 との国交の 開始の取 りつ ぎを朝鮮 に求 め この戦争が終わ らないうちに，秀 吉が病死 したので，諸大名





明 とも有利 な立場 で貿 易 を ひ らこ う と し
て，朝鮮 に仲だ ちを求めたが，朝鮮 が断 っ
たので…
この戦いは秀吉 が死ぬ 1598年 （慶長 3） まで続いた。
【高校 日本史】
末　 書
明 とも貿易再 開 を望 んだが，朝鮮が その伸 文禄 ：諸将 の不和 ・海軍の劣勢 に加 えて明軍 の参加 をえた朝
介 を拒 絶する と… 鮮軍や朝鮮民衆 の抵抗 などのため戦いは進展せず …
『日本史』 慶長 ：翌年秀吉 の死去の ために撤退 した。
実　 数
秀吉 は 明 とも正 式 な国交 を開 こう と した。 文禄 ：戦いがなが び くにつ れて，朝鮮の民衆の抵抗 も高 まり
彼 らは まず朝鮮 に入貢 を求 めたが，交渉 が 戦局は思 うようにはか どらず …
『日本史』 不調 にお わったため… 慶長 ：将兵の士気 はふ るわず，た また ま翌年秀吉が病死 した
ために‥
学　 図
明 とは貿 易 を再 開 しようと して，朝鮮 にそ 文禄 ：日本 軍は水軍の劣勢 と，明の援 軍や各地で蜂起 した朝
の仲介 をする ことを要求 した。朝鮮 が この 鮮民衆 の抵抗に よって きびしい兵糧難 にお ちい った。
『高等 学校 日本 史』 要求 を拒否す ると… 慶長 ：戦局 は 日本 に不利で あったうえ， まもな く秀吉が病死
したため…
三　 省
自明貿易 を再 開 しよう として， まず朝鮮 の 文禄 ：明の援 軍 に敗 れて ，京 城 （現在 の ソウル） に退いた。
入貢 を求め たが，朝鮮 がこれ に応 じなか っ 海上 では李 舜臣ひ きい る朝鮮 の水軍 がつねに優 勢を占
『新 日本 史』 たので，明 を討 とうと して道 を朝鮮 に求め め…
慶長 ：日本軍の作戦 も活発 に進 まず，翌年秀吉が死 んだのち
三　 省
明 との正式 な貿易 を復活 しよ うとして， ま 文禄 ：各地 に朝鮮 の人民 が蜂起 し，明 の援軍 も加 わ り，また
ず対馬 の宗氏 を介 して朝鮮 の入貢 を求 めた 日本軍が弱体 であった こともあ って しだい に戦局 は不
『日本史』 が，朝鮮応 じなかった こともあって… 利 とな った。




さらに明に対 しては国交 と貿易 を強 く希望
し，朝鮮 に仲介 を求 めたが，朝鮮 は応 じな
かった。そ こで秀吉 は…
1598年 （慶長 3）秀 吉は病死 し，遺命 に よって兵 をひきあ げ
た。
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教科書名 記述 （秀吉の朝鮮出兵理由） 記述 （朝鮮 出兵終結理由）
【高校 日本史】
帝　 国
また倭 冠 を禁 じて，明 に貿易 の復 活 を求 め 文禄 ：明軍 にお されて
朝鮮 に入貢 を促 した。 しか し明 も朝鮮 もこ 慶長 ：優勢 な朝鮮水軍 と明の援軍 および朝鮮民衆 の組織 的抵




しだい に専制 的，侵略的 な性格 をあ らわ し 文禄 ：朝鮮民衆 の組織 的抵 抗 と明の援軍のために苦戦 を重ね
て いった…秀吉 は明 との貿易 の復 活 を求 め 慶長 ：秀吉 が伏 見城で病死 したので，朝鮮 派遣 の軍 は これを
て いたが，明 に従 属 して いた朝 鮮に対す る
入貢 の要求が拒 否 され ると，明征伐 の方針
をか ため…
機 に帰 国 した。
山　 川
『詳説 日本 史』
明 との貿易 の復活 をはか り，1587（天正 15）文禄 ：朝鮮義 民軍の抵抗， 日本水軍 の劣 勢，明の援 軍な どの
年， まず対馬 の宗 氏に命 じて朝 鮮国王の入 ために戦局は進展 せず…
貢 を もとめたが ，中国 にたい してつね に従
属関係 を取 っていた朝鮮が応 ずるわけが な
か ったので
慶長 ：翌年 に秀吉 が病死 したため，むな しく撤退 した。
山　 川
『標準 日本 史』
朝鮮 国王の入貢 を求めたが ，朝 鮮が これ に 文禄 ：義民 軍の抵抗， 日本水軍 の劣勢 ，明の援軍 な どのため
応 じなかったため… に戦局 は進展せ ず…
慶長 ：翌年 ，秀吉が病死 したため に全軍撤兵 し‥・
山　 川
『要説 日本 史』
秀吉 は さ らに対 明貿易 の復 活 をも とめ て，朝鮮 軍 ・明軍の はげ しい抵抗 にあって 日本軍がなやんでいる
まず朝鮮 の来貢 を要求 した。 しか し，朝鮮 うちに，1598 （慶長 3）年，秀吉 が病死 したため，全軍 はむ
が これ にしたが わなかったので… な しくひ きあげた。
自　 由
『精髄 日本 史』
また朝鮮 に も入貢 を要求 し，朝 鮮を介 して 文禄 ：明軍 の来援 や朝鮮 義兵のゲ リラ戦 になや まされ
明 と も貿易 を再 開 しようと したが，希望 の
ようにならなか ったので…
慶長 ：戦況 がはかばか しく進 まぬ うちに秀吉が死んだため
自　 由
『新 日本史』
明の征伐 を名 目 として 15万の大軍 を朝鮮 に 文禄 ：明軍 の来援や朝鮮の義兵 の活動 になやま されて戦いは
送 った。 しだいに不利 とな り






















































教科書名 記述 （※は脚注） 教科書名 記述 （※は脚 注）
【中学校社 会】 【高校 日本史】
自　 書
※日本 の軍艦が朝鮮 沿岸で演習や測量 を
帝　 国
※江華 島事件 とは，朝鮮の江華 島付 近で
して，朝鮮軍 に砲撃 された事件 。 日本軍艦 が朝鮮側 か ら砲撃 された事 件で
『中学社会』 『高等 日本史』 あ る。朝 鮮 は 日本 の武力 におさえ られて
釜 山ほか 3港 を開 き…
東　 書
※日本 の軍艦が朝鮮 沿岸で演習や測量 を
山　 川
1875 （明治 8）年 ，朝鮮 の江華島付 近で
行 ったため，朝鮮 の江華島の砲台 から砲 示威行動 をお こなってい た日本 の軍艦が




朝鮮 の江 華畠 に接近 した 日本軍艦が砲 台
山　 川
『標準 日本史』
※江華 島事件 は，朝 鮮の江華 島付 近で示




朝鮮 に武力 で開国をせ まり （江華島事件）
山　 川
『要説 日本史』
※江華 島事件 は，朝鮮の江華 島付 近で示




※日本 の軍艦が朝鮮 沿岸で 測量 を行 った
自　 由
『精髄 日本史』
※朝鮮 の江華 島に接 近 した日本 の軍艦が




※朝鮮 の沿岸で測量 を強行 してい た日本
自　 由
『新 日本 史』
※朝鮮 の 江華 島 に接 近 した 日本 の軍 艦
の軍艦が ，朝鮮の砲 台か ら攻撃 される事 が ，同島の砲 台か ら砲撃 を受 けて交戦 し




朝鮮 の領 海 に侵入 して測量中の 日本軍艦
三　 省
『新世界 史』
江華 島近辺 に侵 入 して測量 中の 日本の軍




首都京城 （「ソウル」のふ りが なあ り
三　 省
江華 島近辺 に侵 入 した日本 の軍艦 が砲撃
引用者注 ）付近の江華 島で測量 を強行 し される事件 がお こり…
『日本史』 てい た 日本 軍艦が砲撃 を受けた事件 を き
っか けに交渉再 開を迫 り，‥
『世界史』
学　 園
朝鮮 を開国 させ るために示威運動 を行 な
帝　 国
※ 日本が軍艦 を派遣 して江 華畠付 近 を測
って いた 日本の軍艦 が，江華島砲台 に接 量 させ，朝鮮 の砲台 から砲 撃を受けて交
『高等学校 日本史』 近 して発砲 され，戦 火を交えた （江華 島
事件）。
『高等世界史』 戟 した事件 。
三　 省
『新 日本史』
※1875年 9月， 日本 軍艦が江華 島で朝鮮 秀　 英
『世界史』
日本 の軍艦 が江華烏沖 で領 海を侵犯 した
の領海 を侵 し，その ため砲撃 を受 け， 日
本側 も応戦 したとい う事件 。
として，朝鮮 か ら砲撃 された事件。
三　 省
『日本史』
※日本 の軍艦が薪水 を求めて朝鮮 の江華
山　 川
『詳説世界史』
※江華島付近 で示威運動 を していた 日本
島 に接近 し，島の守備兵 と衝突 した事件。 軍 艦が砲撃 された事件 を機 に… （日朝修
好 条規の脚 注）
清　 水
※1875年 （明治 8），朝鮮 の江華 島近 海
山　 川
※江華島付 近でお きた 日本軍艦への砲撃
で 日本 の軍 艦が示威測量 中，江華 島守備 事件 を機 に， （日朝修好 条規 の脚注）




※江華 島事 件 とは，朝鮮 の江華 島付 近で
学　 図
日本軍艦が 測量の ために江華島水城 に入
日本軍艦 が朝鮮側か ら砲 撃 され た事 件で り，朝鮮側 か ら砲撃 されて武力衝突 とな
『高等 学校 新 日本史』 あ る。朝鮮 は 日本の武力 にお さえ られて




朝鮮に開国 を迫 って いた日本 は，1875年，
測量 を理 由 に軍艦雲 揚号 を領海深 く進 入
させた ため，江華 島砲台 はこれ に発砲 し





















































































































日本書籍 東京書籍 大阪書籍 学校図書 中教出版
『中学社会』 『新 しい社会』 『中学社会』 『中学校社会』 『日本の歩みと世界』
清水書院 『日本の 教育出版 『標準中 帝国書院
歴史 と世界』 学社会』 『中学社会科』
高校
東京書籍 三省堂 三省堂 学校図書 山川出版社
『世界史』 『新世界史』 『世界史』 『高等学校世界史』 『詳説世界史』
山川出版社 山川出版社 山川出版社 第一学習社 実教出版
世界史 『世界の歴史』 『要説世界史』 『標準世界史』 『世界史』 『世界史』
清水書院 帝国書院 帝国書院 中教出版 秀英出版
『世界史』 『高等世界史』 『高等学校新世界史』 『世界史』 『世界史』
高校
日本史
東京書籍 三省堂 三省堂 学校図書 山川出版社
『日本史』 『新 日本史』 『日本史』 『高等学校 日本史』 『詳説 日本史』
山川出版社 山川出版社 実教出版 清水書 院 自由書房
『要諦 日本史』 『標準 日本史』 『日本史』 『日本史』 『精髄 日本史』
自由書房 帝国書院 帝国書院
『新日本史』 『高等日本史』 『高等学校新日本史』
帥　全時代に見られる「京城」という地名に対し疑義を述べた要求である可能性も否定はできないが，該当箇
所以外に「ソウル」地名に関する要求が存在しない点や，80年の韓国による是正要求でも戦後日韓関係記述
のみに同様の批判がなされている点からその可能性は低いと思われる。
仕勿　このうち本文に記述しているのは三省堂『世界史』のみで，他の5点のうち4点は地図中の地名，1点は写
真のキャプションである。
ソウル
個　このうち「漠城（京城）」，「京城（今のソウル）」，「京城」と記述しているものが1社ずつあった。
㈹　このうち1社が「京城（現ソウル）」，3社が壬午事変を「京城の変」「京城事変」とゴチックで表記してい
る。
（15）北島万次「豊臣秀吉の朝鮮侵略」『歴史地理教育』122号　歴史教育者協議会編，1966，pp．7－8．
（16）秀吉の出兵理由については，近年行われた日韓歴史教科書シンポジウムでの討議をまとめた『日本と韓国
の歴史共通教材をつくる視点』（梨の木舎2003）ではこの4点に加えて「領主層の領土への欲望を大陸に向け
放出させたとする説（この説は1986年に初出）」が新たに紹介されている。
（17）1982年の教科書問題時に出された「日本教科書韓国関係わい曲内容」（『東亜日報』1982年8月5日付）に
は「当時の口実として打ち出した用語を使用して，内容を糊塗している」との批判があり，また鄭在貞は
『韓国と日本　歴史教育の思想』（すずさわ書店，2005）のなかで「侵略の合理化，口実」と批判している。
（18）大槻健，君島和彦ほか『世界の教科書①新版韓国の歴史』明石書店，2000。
個　現行山川出版社『詳説日本史』の記述は以下の通り。「全国を統一した秀吉は，この情勢の中で，日本を東
アジアの中心とする新しい国際秩序をつくることをこころざし，…秀吉は対馬の宗氏を通して，朝鮮に対し
入貢と明へ出兵するための先導を求めた。朝鮮がこれを拒否すると，秀吉は肥前の名護屋に本陣をきずき…」
餉　三省堂『新日本史』の文禄の役の撤退理由は「明の援軍に敗れて」という記述のみであった。
糾　この記述については本文中の記述ではなく，江華島事件を措いた錦絵のキャプションである。
幽　現行の山川出版社『詳説日本史』における当該部分の記述は「日本の軍艦雲揚号が首都漠城近くの江華島
で朝鮮を徴発した事件」となっており，日本の挑発的行為がより明確に読み取れる記述となっていることが
確認できる。
幽　清水書院についても1980年検定の教科書では「朝鮮義勇軍」の存在に触れるようになり，出兵理由にも
「諸大名の領土欲，商人の利欲」が理由の一つとして挙げられるようになる。
